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梅雨とは名ばかりの猛暑が続く毎日ですが、暑さを吹き飛ばすかのように、元気いっぱいに過ごす高岡西

部小の子供たちの姿に、日々大きな力をもらっています。 

現在、全教室にクーラーが整備されており、厳しい暑さの中でも、快適な環境で落ち着いて授業に取り組

むことができています。そうした毎日の中で、子供たちの生き生きとした表情や、学びに向かう活気ある姿

が学校中に溢れています。 

 

 

「元気なあいさつが飛び交う学校にするには、どうしたらいいかな？みんなで考えてみよう！」そんな

呼びかけが、アナウンサー顔負けの流暢な語り口で、高学年の子供から全校放送で発信されています。各学

級ごとに始まった「あいさつラリー」では、たすきを身に付けた子供たちがリードして、さわやかなあいさ

つの声が校内に響いています。 

一方、運営委員会では、児童会スローガン「自分も友達も大切に みんなでつくろう高西小」のもと、「心

あったか活動」に取り組んでいます。友達の思いやりある行動や心温まる場面を「高西ぽかぽかの木」とし

て掲示し、放送でも取り上げることで、学校全体に温かな空気が広がっています。 

給食委員会では、「ご飯のしゃもじは、ご飯の容器に戻す？ ○か×か？」といったクイズ形式で給食の

片付けルールを楽しく周知。高学年の子供が低学年の教室を訪れ、クイズを出題するなど、学年を越えた関

わりも生まれています。 

 さらに、運動委員会では「元気もりもりマッスル鬼ごっこ」とユニークな企画で全校を魅了し、今後も異

学年同志の交流を深めてくれそうです。 

子供たちがアイデアを出し合いながら、一ひねりも二ひねりもある企画を生み出し、よりよい学校づく

りに取り組んでいます。子供たちの柔軟な発想力と行動力には、いつも驚かされるばかりです。 

    

 

 

 

 

 

日本赤十字社の指導員の方をお招きし、教職員で AED 講習会に臨みました。水泳学習

も始まります。命を守ることを何よりも優先し、全員が真剣な表情で講習に取り組みま

した。この機会を通して命を預かる者としての責任と使命感を改めて胸に刻みました。 

高西小 HP 

 

★開校２年目 子供たち発案！よりよい学校へ向けて前進！ 

あいさつラリー 「高西ぽかぽかの木」運動 給食片づけクイズ 

★いざという時のために  ～教職員 AED 講習会～ 



本校の校舎には、立派な中庭があります。桜の木々の陰には、以前

から小さな水をためることができる場所がひっそりと存在していまし

た。ある日、子供たちが池のまわりに集まり、何やら楽しそうに賑わ

っていたので、そっと覗いてみると、なんと、その場所がメダカ池に

変身していたのです。 

「水草を用意しなくちゃ」「カラスに食べられないかな？」と真剣に

相談している様子に、思わず笑みがこぼれました。子供たちの発想と

知恵には、いつもながら感心させられます。 

 避難訓練を行いました。火災発生場所を知り、自分で避難経路

を判断して安全に避難することを目的としています。今回は、グ

ラウンド近くの図書室が火災になったと想定しての訓練でした。 

「避難場所はグラウンド」と思い込んでいた子供たちでしたが、

小雨が降る中、今回は正面玄関前に避難しました。プールからの

取水や消防車の進入も考慮し、限られたスペースにコンパクトに

集合する訓練となりました。「自分の命は自分で守る」という意識

を胸に、今後もさまざまな災害を想定した訓練を重ねていきます。 

 近々、西部保育園と合同で水害を想定した避難訓練も予定して

います。これからは、子供たちが「守られる立場」から「守る立場」へと歩み始めることを期待しています。 

 今年も、金屋町一帯で開催された御印祭に参加させていただきました。これ

までも弥栄節保存会の皆様には、学校にお越しいただき、子供たちに踊りのご

指導をいただいてきました。先月の運動会では、保存会の方々も駆けつけてく

ださり、全校児童で弥栄節を披露することができました。 

そして 19 日には、「エンヤシャ ヤッシャイ！」と威勢のいいかけ声が、石

畳の通りに響き渡りました。今年は、保存会発足 50 周年、さらには大阪・関西

万博で披露され記念すべき年です。子供たちも、その節目の年に関われることを楽しみにしながら、御印祭

を心待ちにしていました。浴衣や法被に身を包み、生き生きと踊る子供たちの姿は、まさに圧巻でした。 

このように、地域と学校が一体となって取り組む体験こそが、ふるさとを誇りに思う心を育む第一歩に

なると感じています。貴重な機会をいただきましたことに心より感謝申し上げます。 

この体験を契機に、今後さらに地域学習・ふるさと教育の充実を図ってまいります。 

子供たちが主体的に学ぶ姿を目指し、本校では「20 分間のマイプランタイム」を実施してい

ます。自分で学習内容を考え、自分のペースで進める学習時間です。この時間になると、学校中

が静まり返り、教科書や自学ノートを開いて黙々と学習に取り組む姿がみられます。これからの

時代に必要なのは、「自ら考え、選び、行動する力」です。「マイプランタイム」は、その力を育

てる一歩だと考えています。小さな取組ではありますが、全教職員でこの時間を大切に育てていきたいと思います。 

★子供たちの知恵で中庭に池が出現！ 

★避難場所はグラウンドじゃない⁉ — 子供たちの判断力を育てる防災教育 

★地域とともに伝統をつなぐ  ～ 御印祭参加～ 

★自ら学ぶ力を育てる ～「マイプランタイム」を始めました～ 


